
桟橋寄りのブイ下ワイヤー
は水深4ｍ未満です。
ブイの外側を航行してください。

避難桟橋の使用方法（桟橋に平行方向の係船）通常時

アンカーワイヤーの
方向・深度目印ブイロープ



避難桟橋の使用方法（桟橋に垂直方向の係船）台風避難時

係船用ロープφ42mm+アンカーチェーンφ28mm

横張チェーンφ22mm シャックルφ28mm

アンカーブロック10ｔ（水中重量）

各艇の係船ロープ
（φ25mm以上を使用してください）

係船用ロープとエンドのアイ

ピックアップブイ
台風接近3日前までに設置します

南
北

南側沖4隻は
3(C)バースにつなぎます

桟橋基側は桟橋クリートにもやい



◇係船方法

台風接近時に設置するアンカーロープピックアップブイに
繋がっている、係船用ロープ（Ø42㎜白）のアイと船の係船ロープを繋ぐ※右舷左舷それぞれつなぐ
注意：船の係船ロープはØ25ｍｍ以上を使用してください。

満潮

30.5m

干潮

H.W.L 3.8m

C.D.L 0.0m満潮時は桟橋からバウまで距離が空く
のでテンダー使用
マリーナスタッフが待機します

避難桟橋の使用方法（桟橋に垂直方向の係船）台風避難時

干潮時に桟橋ぎりぎりに寄る長さ
でアンカー側ロープを調整してください。
干潮時は桟橋側ロープは緩ませます。

アンガー側船の係船ロープ
の船からの長さの目安
16ｍ級3～4ｍ 18ｍ級1～2ｍ

（桟橋に垂直方向の長さ）

CDL0.0ｍ水深4～6ｍ

桟橋側の係船ロープ
の船からの長さの目安
16ｍ級2～3ｍ 18ｍ級1～2ｍ

（桟橋に垂直方向の長さ）

HWL3.8ｍ水深８～10ｍ


